
大伝馬町二丁目

雉子町

 １．尾張屋版江戸切絵図「増補改正 神田浜町日本橋北之図」嘉永４年（1851）86213118

＊ 本報告書中の資料に付した８桁の資料番号は、当館所蔵資料の登録資料番号である。口絵に掲載した資料の詳細は、本報告書「東
京都江戸東京博物館所蔵 江戸の町名主 資料目録」を参照されたい。

＊表紙図版：「江戸名所之絵（江戸鳥瞰図）」86200902　鍬形紹真筆、野代柳湖刻、享和３年（1803）
＊大扉図版：『江戸職人歌合』より名主部分 上87201139　石原正明著、文化５年（1808）５月



大伝馬町名主馬込家文書

２．「旧記」７冊（寛文～寛保期）09000453～09000459

３．「（借用金返済約定につき戸田越前守証文）」09000687
　　元治元年（1864）７月　越前（戸田越前守忠恕）差出　馬込勘解由宛



５．「類聚撰要」全51冊、90373070～90373089、90374697、90375420～90375449
　　天保２年（1831）12月序　九代市左衛門藤原幸成（斎藤月岑）識

　　弘化２年（1845）12月写　壱番組世話掛木村定次郎・普勝伊兵衛政豊写

雉子町名主斎藤月岑関連文書

４．「武江年表」の月岑自筆草稿 86213041～86213043
上段右「斎藤月岑手稿武江年表零本」　下段「武江年表草稿」２冊



江戸檜物町草分名主星野家文書

６．尾張屋版江戸切絵図「増補改正 築地八丁堀日本橋南之図」嘉永２年（1849）86213108

檜物町

（裏表紙）（表紙）

７．「万さい工之覚帳」90204554
　　延宝５年（1677）正月吉日　檜物町壱丁目星野又右衛門作成

（見開き）



福富町一丁目
 ８．尾張屋版江戸切絵図「東都浅草絵図」嘉永６年（1853）86213123



浅草福富町名主永野又次郎宛文人書簡等

９．浅草福富町名主永野又次郎宛書簡等（近世後期）
上段左 漢詩色紙02004846、上段右 書簡貼交巻子（甲巻）02000322、下段 書簡貼交巻子（乙巻）02004845

10．鶯邨（酒井抱一）書簡（「浅草福富町名主永野又次郎宛文人書簡貼交巻子 甲」02000322より）
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